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蒲
原
宏

明
治
七
年
十
一
月
二
十
六
日
に
来
日
し
、
明
治
九
年
十
二
月
一
日
に

離
日
し
た
東
京
医
学
校
お
雇
い
外
国
人
医
学
教
師
ヴ
ェ
ル
ニ
ッ
ヒ
に
つ

い
て
は
そ
の
生
涯
と
学
問
的
業
績
に
つ
い
て
断
片
的
な
記
載
は
あ
る

が
、
系
統
的
な
調
査
は
欠
け
て
い
た
。

ヴ
ェ
ル
ニ
ッ
ヒ
は
一
八
四
三
年
七
月
一
五
日
、
プ
ロ
シ
ア
・
エ
ル
ビ

ン
グ
（
現
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
エ
ル
ブ
ラ
ー
グ
）
に
生
ま
れ
、
ケ
ー
ニ
ッ

ヒ
ス
ベ
ル
グ
（
現
・
ロ
シ
ア
領
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）
の
大
学
で
医

学
生
と
な
り
、
以
後
プ
ラ
ハ
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学

之
を
知
る
〉
と
言
わ
れ
た
く
医
道
〉
の
考
え
方
こ
そ
、
実
は
、
〈
之
を
視

れ
ど
も
見
え
ず
、
名
づ
け
て
夷
と
日
う
。
．
：
…
〉
二
老
子
」
、
第
十
四
章
）

い

と
言
わ
れ
、
遂
に
〈
道
の
道
う
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
・
〉
二
老
子
」
、
第

一
章
）
と
言
わ
れ
た
老
子
の
、
延
い
て
は
、
道
家
・
道
教
思
想
の
根
底
を

な
す
と
こ
ろ
の
〈
道
〉
の
哲
学
的
思
惟
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
東
洞
の
医
学
思
想
を
哲
学
的
に
い
さ
さ
か
踏
み
込
ん
で

追
究
し
て
み
る
な
ら
ば
、
彼
こ
そ
正
に
伝
統
的
な
く
道
〉
の
体
現
者
の

一
人
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
平
成
十
二
年
六
月
例
会
）

お
雇
い
外
国
人
医
学
教
師
ヴ
ェ
ル
ニ
ッ
ヒ
（
ど
胃
の
ｎ
頁

Ｆ
且
君
侭
陸
晦
四
号
①
冒
毒
胃
昌
島
屍
畠
ｌ
畠
恵
）
の
生
涯
と

業
績

び
一
八
六
八
年
に
医
師
試
験
に
合
格
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
病
院
の
助
手
、
普

仏
戦
争
の
軍
医
体
験
を
へ
て
、
一
八
七
二
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
教
授
資

格
を
得
、
一
八
七
四
年
来
日
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
八
年
に
帰
国
、
再
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
四
ヵ
年
間
防
疫
学
、

医
史
学
を
研
究
し
、
一
八
八
○
年
か
ら
公
衆
衛
生
の
現
場
で
活
躍
す
る
。

一
八
八
一
年
ベ
ル
リ
ン
地
区
公
衆
衛
生
官
、
一
八
八
四
年
ケ
ス
リ
ン
地

方
衛
生
部
長
、
一
八
九
一
年
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
衛
生
局
長
、
一
八
九
二

年
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
コ
レ
ラ
防
疫
の
指
揮
を
と
り
、
ド
イ
ツ
国
内
の
公

衆
衛
生
関
係
団
体
の
多
く
の
要
職
を
兼
任
し
た
が
、
一
八
九
六
年
五
月

一
九
日
糖
尿
病
の
た
め
五
三
歳
で
病
没
し
た
。
前
任
者
ミ
ュ
レ
ル
と
決

闘
を
し
、
在
日
中
の
在
日
ド
イ
ツ
人
た
ち
か
ら
の
評
価
は
低
い
。

し
か
し
、
東
京
医
学
校
で
の
講
義
内
容
は
内
科
・
婦
人
科
（
三
宅
秀

通
訳
・
長
谷
川
元
良
筆
記
）
と
も
濃
い
内
容
で
あ
っ
た
。

二
ヵ
年
の
滞
在
中
に
収
集
し
た
資
料
に
よ
る
著
作
・
論
文
は
次
の
十

四
篇
に
も
及
ん
で
い
る
。

ご
尿
四
戸
穴
①
巳
開
口
用
（
昴
晟
）

ご
尻
一
ヨ
厨
ｎ
ヶ
①
口
昌
①
『
の
屋
、
す
こ
ご
胸
の
己
毎
ウ
角
呂
①
盲
己
画
昌
の
ｏ
面
①
く
胃
‐

一
里
騨
Ｑ
四
国
①
ユ
‐
国
①
己
尻
吊
四
己
合
①
耳
（
鹿
司
）

巴
ロ
①
ウ
①
Ｒ
国
①
、
穴
①
己
巨
．
同
国
普
冒
巨
匡
ご
ｍ
ゆ
く
閏
ゴ
巴
日
耐
の
①
○
ｍ
国
曾
胃
』
の
‐

の
ご
関
く
皇
穴
四
日
寓
己
の
目
○
コ
皆
目
言
５
口
①
ロ
（
勗
弓
）

ｅ
ご
①
ず
閏
の
自
侭
①
甸
○
民
ョ
①
ご
口
角
く
○
①
印
興
の
ｓ
昌
冒
胆
の
ロ
ウ
囚
・
臼

］
四
℃
四
国
①
局
（
』
、
『
③
）

巴
ご
号
囚
具
司
○
耳
の
、
言
旨
①
１
．
冒
○
号
目
ｇ
言
の
島
の
ヨ
言
盲
目
。

（
』
、
司
切
ｌ
「
の
）
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巴
口
①
ず
国
シ
Ｅ
印
す
Ｈ
四
目
ロ
”
匡
．
ｍ
①
口
①
巨
冒
ご
ｍ
Ｑ
ｐ
①
匡
の
邑
○
昌
冒
『
ず
①
の
‐

庁
門
の
ず
こ
己
頒
の
ロ
］
ご
］
四
つ
四
口
（
］
、
司
司
）

ご
ロ
①
ず
閂
９
国
め
い
の
旨
ゴ
ロ
ロ
ロ
蝿
①
ご
圃
鼻
『
厨
の
ゴ
①
ロ
ｍ
Ｏ
蛸
己
閏
昌
ｇ
ｏ
陥
吋

シ
ロ
腎
昌
の
Ｆ
園
の
。
‐
国
①
凰
尻
『
習
詩
ロ
の
芹
（
屍
認
）

巴
⑦
①
○
ぬ
司
四
口
言
的
の
軍
国
国
①
呂
凰
巳
⑳
ｎ
画
①
の
（
匡
昌
①
ロ
ロ
四
○
ゴ
ロ
向
Ｈ
、
①
ゴ
ヨ
の
‐

⑳
の
国
①
旨
の
Ｈ
詞
①
耐
①
匡
昌
】
巳
①
両
『
Ｑ
①
合
函
司
空

電
ｚ
“
、
す
ず
①
自
国
天
昌
侭
①
国
圃
巨
常
○
ｍ
両
口
○
目
の
巨
目
（
届
ろ
）

旨
ｅ
両
壷
①
国
弓
耐
○
ゴ
⑦
己
両
巨
『
○
つ
卸
①
ロ
コ
ヨ
①
口
匡
．
］
四
口
四
コ
の
吋
己
合
醒
『
己

巨
）
ロ
の
ウ
①
『
ｇ
の
司
○
吋
日
①
ロ
ロ
．
旦
匡
旨
耐
の
画
囚
］
く
①
ユ
画
具
ロ
シ
巨
朋
四
Ｎ
＄

ご
煙
、
ゴ
画
①
○
ず
四
○
壷
庁
宮
口
”
旨
］
四
つ
四
口
色
、
『
聖

屋
）
ｚ
昌
冒
毎
ヶ
①
『
門
①
ロ
門
四
四
口
煙
の
の
号
里
旨
、
旨
〕
四
℃
四
己
（
屍
認
）

屋
）
聾
胃
尉
ご
閂
宜
関
国
閏
甘
言
へ
．
旦
冨
①
具
【
一
言
房
巨
．
勺
巳
房
一
言
房
国
巨

昌
①
。
○
く
○
冒
胃
・
シ
ロ
凰
一
屍
試
ｌ
宙
・
］
巳
ご
雪
、
圃
匡
吋
嗣
①
○
ず
四
の
言
巨
巨
胸

、
の
六
○
ヨ
ョ
の
．
尿
禺
四
昌
弄
①
己
‐
目
昌
臼
冨
一
‐
国
匡
但
①
言
ゴ
①
冒
国
巴
胃
由
ぬ
い
匡
吋

【
①
己
昌
昌
の
朋
具
】
四
℃
煙
昌
印
の
ご
①
ロ
展
国
一
房
①
ご
ｎ
ｏ
己
降
胃
自
営
○
コ
（
昴
認
）

Ｅ
）
Ｎ
巨
吋
の
①
の
ｏ
言
の
茸
①
ロ
①
局
三
角
の
ｇ
ｏ
冒
冒
］
四
つ
四
国
（
畠
『
巴

特
に
剖
で
は
二
七
二
頁
に
わ
た
る
日
記
に
も
等
し
い
詳
細
な
記
録

で
あ
り
、
当
時
の
情
況
が
詳
細
に
記
さ
れ
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
来

日
前
及
び
帰
国
後
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
、
現
在
ま
で
次
の
一
九
冊
が
確
認

で
き
た
。

色
）
国
自
侭
の
く
①
尉
匡
の
面
の
耳
①
旨
画
の
口
酋
ウ
関
口
四
の
冒
昌
扇
『
六
○
吋
己
（
勗
忌
）

命
）
⑦
円
巨
ご
旦
凰
朋
旦
ロ
①
の
冒
討
ｇ
ざ
。
堅
の
国
吊
（
屍
雪
）

命
）
閃
員
署
言
こ
匡
己
ｍ
Ｑ
Ｏ
Ｈ
ｍ
“
昌
曽
①
耳
①
国
尻
吋
四
口
戸
彦
四
筋
唱
津
の
（
扇
ぎ
）

（
ら
目
①
旨
＆
旨
ロ
ロ
の
侭
ｇ
ラ
国
ユ
ヨ
号
門
田
陣
の
一
旨
眉
目
９

ｚ
四
目
う
ご
］
閉
の
。
の
ｏ
面
凰
扁
コ
ニ
．
国
匡
副
Ｆ
ｏ
ｍ
房
（
届
琶
）

（
巴
己
の
里
ロ
詩
９
５
コ
堅
の
茜
吋
①
園
ロ
日
田
四
穴
蔚
ユ
⑦
ご
頤
①
ウ
画
巨
、
ゴ
四
匡
吊
六
吋
旨
甲

の
可
①
同
色
．
の
×
己
の
国
日
の
画
尉
一
庁
Ｈ
ｏ
ｐ
目
色
塑
胸
の
（
勗
函
巴

（
巴
ロ
①
計
シ
ご
Ｑ
ｏ
ｇ
冒
巴
ご
ロ
ゴ
易
〕
ご
昌
曾
、
匡
の
ご
巨
邑
、
①
。
画
す
の
『
開
昌
の

こ
げ
印
①
。
〉
の
①
日
①
弓
α
巳
月
面
六
①
詳
匡
．
い
①
旨
①
国
の
云
叫
耳
匡
国
ぬ
（
房
駕
）

。
）
の
①
目
の
Ｈ
画
き
①
国
○
三
画
す
①
Ｈ
Ｑ
ｍ
印
日
①
昌
○
言
巴
匡
‐
の
四
ヨ
鼓
骨
君
巾
の
①
邑
口

、
計
四
口
序
（
胃
、
⑭
い
）

（
巴
偏
の
ゴ
吾
匡
の
ロ
昏
吋
困
凰
巨
冒
９
（
畠
震
）

お
）
国
さ
胸
計
画
ロ
三
ｍ
の
面
の
ｍ
Ｆ
の
圏
戸
○
口
含
唾
ｍ
ｅ

（
ご
）
Ｆ
①
ロ
号
匡
ｏ
昏
融
屋
Ｈ
Ｐ
巨
⑩
豆
冒
再
閃
く
○
口
国
の
舅
屋
詩
ロ
（
扇
電
）

合
ご
圃
匡
の
四
弐
ヨ
ヨ
］
①
。
呉
里
｝
匡
国
ぬ
具
頤
自
再
一
ｍ
の
コ
ン
［
①
Ｑ
一
口
ロ
四
一
ｍ
の
⑩
①
庁
国
①

勺
Ｈ
①
口
印
の
①
。
の
含
函
、
ご

（
届
）
⑦
①
ご
①
時
四
房
の
ユ
の
胃
嘩
す
の
Ｈ
Ｑ
ｍ
ｍ
昌
威
厨
匡
．
豈
自
①
昌
○
冒
言
①
の
①
ロ
９

両
の
叩
国
①
凰
副
穴
○
○
の
の
里
日
》
二
コ
監
四
の
め
の
Ｑ
島
①
一
四
面
【
①
］
、
、
い
》
』
、
函
↑
》

胃
、
、
印
．
（
』
、
、
『
）

（
屋
）
旨
の
日
の
目
巴
【
巴
①
国
旦
閏
玲
．
Ｑ
］
四
耳
昂
認
（
屋
路
）

（
屋
）
旨
の
ａ
の
ヨ
巴
尿
巴
①
ご
旦
閏
時
．
具
も
吊
吊
の
耐
ｏ
ゴ
の
ご
聾
画
胃
画
員
ｇ

］
囚
壷
時
］
函
函
や
（
］
、
、
や
）

（
届
）
閃
①
四
の
吋
巨
。
”
匡
口
・
日
①
ａ
の
巴
詞
幽
昏
（
扇
宮
）

（
畠
）
の
①
⑳
四
日
日
号
の
『
旨
ゴ
芹
ご
す
①
崗
巳
の
“
ヨ
国
蔚
口
．
三
角
①
島
の
ご
里
言
の
の
①
ロ

冒
旦
の
芹
、
Ｑ
庁
国
①
ユ
言
乏
酔
ゴ
吋
①
ロ
具
］
四
面
同
』
⑭
、
鱒
胃
“
や
』

（
弓
）
Ｆ
①
旨
昏
①
邑
冨
①
⑳
の
．
（
』
白
昼
ご
①
『
の
崖
四
口
ｑ
す
宮
の
ゴ
ロ
国
冨
哩
①
ロ
⑦
）

（
旨
、
Ｃ
い
）

（
易
）
Ｆ
⑦
彦
局
ご
匡
ｏ
ゴ
Ｑ
①
の
α
蔀
①
昌
一
月
面
①
ロ
⑦
①
⑱
匡
国
・
ロ
里
厨
葛
①
の
①
ロ
含
霊
ら
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ｇ
）
弓
。
冒
匡
侭
号
①
１
３
》
西
画
匡
の
（
）
ａ
冒
巨
局
》
弓
。
目
巨
富
鴨
‐
Ｐ
匡
切
‐

の
ｇ
ｇ
ゞ
言
呂
自
侭
＆
白
討
『
（
目
言
２
房
出
“
且
９
９
具

国
望
唱
①
国
①
）
（
勗
忠
）

医
学
雑
誌
掲
載
の
論
文
は
ロ
２
厨
呂
①
シ
月
冨
ぐ
雨
．
室
目
閂
扁

冨
の
ｇ
ｏ
冒
一
篇
、
の
１
旨
の
『
言
昌
の
ｇ
の
ぎ
○
９
①
目
の
ｇ
『
澤
五
篇
く
目
‐

討
言
罫
肖
胃
黙
萬
応
閏
月
言
胃
言
冨
＆
目
ｐ
Ｆ
ｑ
爵
昌
胃
扁
殴
昌
註
苧

の
君
①
の
①
己
に
三
篇
を
計
九
篇
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
般
雑
誌
へ

の
投
稿
に
も
言
及
し
た
。

没
後
の
追
悼
文
は
シ
ョ
イ
ベ
を
は
じ
め
三
篇
あ
る
が
、
何
れ
も
博
識
、

多
才
、
疲
れ
を
知
ら
ぬ
研
究
者
で
あ
り
、
忠
実
な
プ
ロ
シ
ア
衛
生
行
政

官
で
あ
り
、
親
切
な
、
信
頼
で
き
る
誠
実
な
人
柄
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

帰
国
後
は
栄
光
の
半
生
で
あ
っ
た
。

明
治
初
期
の
日
本
の
医
学
、
衛
生
事
情
を
観
察
し
た
調
査
資
料
に
基

づ
い
た
記
録
は
、
開
花
期
の
文
化
史
資
料
と
し
て
、
ま
た
医
学
史
の
資

料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
業
績
に
つ
い
て
再
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
考
え
報
告
し
た
。

（
平
成
十
二
年
十
二
月
例
会
）

今
回
演
者
が
発
表
す
る
の
は
、
昭
和
四
十
年
台
の
行
政
の
動
向
で
あ

ず
（
》
Ｏ

演
者
は
昭
和
四
十
三
年
よ
り
四
年
間
「
生
薬
製
剤
の
臨
床
的
研
究
」

私
の
垣
間
見
た
近
世
漢
方
史
の
一
面

菊
谷
豐
彦

の
班
に
所
属
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
四
十
六
年
に
か
け

て
、
「
漢
方
打
合
せ
会
」
の
一
員
と
し
て
、
二
百
十
処
方
の
選
定
に
参
加

し
た
。
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
四
日
中
央
薬
事
審
議
会
に
「
漢
方
生
薬

製
剤
調
査
会
」
が
設
け
ら
れ
、
演
者
は
そ
の
一
員
に
な
り
、
以
後
厚
生

行
政
（
現
在
の
厚
生
労
働
行
政
）
に
お
い
て
、
一
般
用
医
薬
品
再
評
価

調
査
会
、
漢
方
製
剤
再
評
価
調
査
会
の
委
員
を
歴
任
し
て
き
た
。

今
回
の
講
演
に
お
い
て
は
、
漢
方
製
剤
の
保
険
診
療
の
現
況
を
解
説

し
た
あ
と
、
今
か
ら
約
三
十
年
前
の
「
生
薬
製
剤
の
臨
床
的
研
究
」
の

班
研
究
、
「
漢
方
打
合
せ
会
」
で
行
っ
た
二
百
十
処
方
の
撰
定
に
つ
い

て
、
当
時
の
書
類
を
供
覧
し
な
が
ら
、
解
説
す
る
。

医
療
用
漢
方
製
剤
が
保
険
診
療
に
導
入
さ
れ
て
以
来
、
本
年
九
月
一

日
で
満
二
十
五
年
が
経
過
す
る
。
現
在
で
は
百
四
十
七
処
方
が
認
可
さ

れ
て
い
る
。

演
者
は
医
療
用
百
四
十
七
処
方
認
可
の
背
景
に
あ
る
の
は
一
般
用
二

百
十
処
方
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
医
療
用
漢
方
製
剤
が

認
可
さ
れ
た
時
、
他
の
医
療
用
医
薬
品
と
違
っ
て
、
有
効
性
・
有
用
性

を
示
す
デ
ー
タ
な
し
に
、
こ
れ
ら
医
療
用
漢
方
製
剤
が
認
可
さ
れ
た
。

さ
ら
に
当
時
決
定
さ
れ
た
効
能
・
効
果
は
一
般
用
医
薬
品
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）

の
転
用
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
前
述
の
一
般
用
二
百
十
処
方
の
転
用

で
あ
る
。
一
般
に
医
療
用
医
薬
品
が
一
般
用
医
薬
品
に
転
用
さ
れ
る
と

は
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
い
わ
れ
る
。
勿
論
、
そ
の
際
、
効
能
・
効
果
は

一
般
用
に
相
応
し
く
制
限
さ
れ
る
。
漢
方
製
剤
に
限
っ
て
い
え
ば
効

能
・
効
果
は
一
般
用
か
ら
医
療
用
へ
の
逆
ス
イ
ッ
チ
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。


